




ご あ い さ つ

ホクレン農業協同組合連合会　代表理事会長

篠　原　末　治

　広大な自然に抱かれた、初夏のさわやかな北海道を舞台に「ホクレン・ディスタンスチャレ
ンジ2020」が、今年も開催されますことを心よりお慶び申し上げます。
　さて、本年は新型コロナウイルスの影響により年明けから全国の陸上競技会、大会の中止や
延期、また「東京オリンピック2020」についても来年へ延期され、「ホクレン・ディスタンス
チャレンジ」も開催が危ぶまれましたが、感染拡大防止対策を徹底のうえ開催の運びとなり非
常に嬉しく感じております。中長距離選手・競歩選手の強化を目的とした本大会も今年で18回
目を迎えますが、本年は士別、深川、網走、千歳の４大会の開催となります。これまで多くの
選手がこの大会を機に世界大会に出場するなど、選手のステップアップにつながる大会になっ
ております。また、本年は無観客の大会もありますが、過去に選手の激走を身近に感じ、あら
ためて陸上競技が持つ躍動感・爽やかさに胸を熱くされた方も多かったことと思います。
　なお、ホクレンは昨年創立100周年という大きな節目を迎え、次の100年に向け新たなスター
トを切っております。これもひとえに北海道の農畜産物を様々な分野で支えて頂いている皆様
のおかげであります。また、100周年に合わせて設定したコーポレートメッセージ「つくる人
を幸せに、食べる人を笑顔に」のように、食を通じて消費者はもとより、生産者一人一人にも
選ばれる組織を目指し、北海道農業のために全力を尽くして参ります。
　終わりに、新型コロナウイルスの影響から本大会の開催・運営に大変ご尽力いただいている
関係者の皆さまに敬意を表しますとともに、令和２年度最初の中長距離大会「ホクレン・ディ
スタンスチャレンジ」に参加される選手の皆さんのご健闘、大会の盛行を祈念いたしまして挨
拶とさせていただきます。



ご あ い さ つ

士　別　市　長

牧　野　勇　司
　『ホクレン・ディスタンスチャレンジ2020士別
大会』にご参加くださいました選手、スタッフ、
役員の皆様に心からご歓迎を申し上げます。
　今年で18回目を迎える本大会が、日本陸上界に
おける中・長距離を代表するトップアスリートを
お迎えし、爽やかな初夏の季節を迎えた道北の士
別市において開催されることは、「スポーツ合宿
の里づくり」など、スポーツを通じた人づくり・
まちづくりに積極的に取り組んでいる本市にとり
まして、大変光栄なことと存じます。
　さて、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴
い、普段の生活と異なる厳しい環境に直面し、選
手の皆様は、大きな戸惑いや不安を抱え、様々な
制限のもとトレーニングに励んでこられたことと
ご推察いたします。
　このような状況のなかで開催される士別大会
は、道内を転戦される全５戦のうち第１戦とし
て、計６種目の競技が行われ、日本トップレベル
の選手の激走をとおして、この困難な局面に立ち
向かう勇気と感動を与えてくれるものと期待して
おります。
　選手の皆様には、日頃の練習の成果を十分に発
揮され、自己記録の更新、さらには日本記録更新
に向けて、全力で「チャレンジ」されますようご
健闘をお祈り申し上げます。
　本大会の開催にあたりご指導・ご協力を賜りま
した公益財団法人日本陸上競技連盟並びに一般財
団法人北海道陸上競技協会、さらには特別協賛を
賜りましたホクレンをはじめ関係者の皆様に対し
心から敬意を表し感謝を申し上げます。
　結びに、本大会の成功と選手並びに関係各位の
さらなるご健勝とご活躍を祈念申し上げ、ご挨拶
といたします。

深　川　市　長

山　下　貴　史
　今年も日本陸上界のトップアスリートがさわや
かな初夏を迎えた北海道に集い、熱戦を繰り広げ
る、ホクレン・ディスタンスチャレンジ大会が盛
大に開催されますことにお喜びを申し上げますと
ともに、深川大会にご参加くださいました選手、
スタッフ、役員の皆様を心から歓迎申し上げま
す。
　また、レベルの高いこの大会が、第１回大会か
ら毎年当市で開催いただいておりますことは大変
光栄なことであり、重ねて厚くお礼申し上げま
す。
　さて、新型コロナウイルス感染症の世界的な流
行により、今年の一大イベントであった東京オリ
ンピック・パラリンピックが延期になるなど、ス
ポーツ界を取り巻く環境が目まぐるしく変化して
おり、陸上競技に携わる皆様におかれましても、
モチベーション維持やコンディション調整にご苦
労されていることと存じます。
　今年第２戦の会場である本市陸上競技場は、清
涼感に溢れ集中力が高まる効果があると言われて
いるブルートラックを採用しており、また、５大
会行われる中で唯一のナイター開催という涼しい
環境での競技となりますことから、選手の皆さん
におかれましては最大限のパフォーマンスを発揮
され、自己ベストの更新やさらにレベルの高い
レースへ出場するための足掛かりとなりますこと
をお祈りいたします。
　本市は、陸上競技を中心としたスポーツ合宿招
致によるまちづくりを大きな施策の一つとして取
り組んでおり、これまでも充実したトレーニング
を行っていただくため、各種スポーツ施設の整備
に努めております。
　今年度は、宿泊施設「エフパシオ」に最新機器
を完備したトレーニングルームをオープンしたほ
か、昨年度に引き続きウッドチップのクロスカン
トリーコースである桜山パワーアップロードの改
修など、更なる環境整備に努めておりますので、
今後も陸上競技含め多くのアスリートの皆さんに
ご利用いただけることを願っております。
　結びに、本大会の開催にあたり、ご指導・ご協
力をいただきました日本陸上競技連盟並びに北海
道陸上競技協会、特別協賛を賜りましたホクレン
をはじめ関係者の皆様に心から感謝を申し上げま
すとともに、本大会の成功をご祈念申し上げ歓迎
のご挨拶といたします。



ご あ い さ つ

網　走　市　長

水　谷　洋　一
　今年で18回目となるホクレン・ディスタンス
チャレンジ2020網走大会が、国内中長距離界の
トップアスリートをお迎えし、この爽やかな季節
に当市で開催されるにあたり、ご参加くださいま
した選手、スタッフ、役員の皆様を、心から歓迎
申し上げます。
　昨年の網走大会では、約400名の選手の皆様の
参加により、ハイレベルなレースが展開され、多
くの市民が魅了されたところであります。これま
でさまざまな困難と向き合い、力走する皆様の姿
は多くの市民に感動を与えていただいています。
　さて、当市は、晴れの日が多く日照時間が長い
清涼な気候の特徴を生かし、陸上競技をはじめラ
グビー、サッカーなど、スポーツ合宿の誘致に積
極的に取り組み、昨年開催されましたラグビー
ワールドカップ日本大会では、フィジー代表の公
認チームキャンプ地、日本代表の事前キャンプ地
としてもご利用いただきました。
　選手の皆様におかれましても、延期となった東
京オリンピック・パラリンピックに向けてのさら
なる飛躍の大会になることを期待しております。
　おわりに、本大会の開催にあたり、多大なご尽
力を賜りました公益財団法人日本陸上競技連盟、
並びに一般財団法人北海道陸上競技協会、オホー
ツク陸上競技協会をはじめ、関係の皆様に厚くお
礼を申し上げ、歓迎の挨拶といたします。

千　歳　市　長

山　口　幸太郎
　「ホクレン・ディスタンスチャレンジ2020千歳
大会」にご参加くださいました多くの選手をはじ
め、スタッフ・役員の皆様を心から歓迎申し上げ
ます。
　また、昨年に引き続き、ハイレベルなこの大会
が本市で開催されますことは、大変光栄なことで
あり、多大なご尽力を賜りました関係者の皆様に
心から感謝を申し上げます。
　さて、本市は昨年この大会を初めて開催し、全
５戦の初戦を担い、計９種目300名以上もの選手
の皆様に参加していただき、大盛況のうちに終了
することができました。
　本年はシリーズ全５戦の最終戦として開催さ
れ、800ｍ、1500ｍ、3000ｍ、3000ｍ障害、5000
ｍの競技が繰り広げられますが、毎年、本市で合
宿を行っていただいている選手の皆様をはじめと
する、トップアスリートのスピード感あふれる迫
力あるレースを間近で観戦できることは、またと
ない機会となることから、本大会の開催は千歳市
民にとっても大きな喜びであり、非常に意義深い
ものであります。
　本大会に参加される選手の皆様には、日頃から
の厳しいトレーニングの成果をいかんなく発揮
し、高い成績を収められるようご健闘をお祈り申
し上げます。
　本市といたしましても、選手の皆様のさらなる
競技力の向上に向け、陸上合宿のまちとしてト
レーニング環境の充実に努めてまいりますので、
今後も多くのチームの皆様に「合宿地」として本
市をご活用いただければ幸いです。
　結びなりますが、本大会の開催にあたり昨年か
ら引き続き、ご指導ご協力を賜りました公益財団
法人日本陸上競技連盟、一般社団法人北海道陸上
競技協会、道央陸上競技協会、さらにはご支援賜
りましたホクレン農業協同組合連合会をはじめ、
関係者の皆様に重ねて感謝を申し上げますととも
に、本大会の成功をお祈り申し上げ、歓迎のご挨
拶といたします。
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    TEL 0164-26-2343 090-8896-1716 
FAX 0164-22-8212 
E-mail sports@city.fukagawa.lg.jp 
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